
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の

所
管
事
務
調
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会

◆
調
査
期
間　
令
和
４
年
11
月
21

日
㈪
～
22
日
㈫　

２
日
間

◆
調
査
地
及
び
調
査
事
項
・
内
容

⑴　
徳
島
県
名み

ょ
う

西ざ
い
郡ぐ
ん
神
山
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

の
神
山
の
ま
ち
づ
く
り
と
創
造

的
過
疎
に
つ
い
て

神
山
町
は
、
町
内
全
域
に
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
と
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
網
を
整
備
し
た
利
点
を
生
か

し
、
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
誘
致
を
展
開

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
と

町
役
場
が
「
ま
ち
を
未
来
世
代
に

つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
策
定
を

通
じ
て
、
民
間
主
導
で
「
若
者
移

住
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施
、

「
仕
事
を
持
ち
運
ぶ
暮
ら
し
方
を

体
験
で
き
る
滞
在
宿
」
の
運
営
、

「
地
方
創
生
を
担
う
若
手
人
材
育

成
塾
」
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
前
身
か
ら
約
30

年
余
り
だ
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
整
備
し
、
そ
こ
で
活
躍

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
系
企
業

が
一
部
上
場
す
る
企
業
に
成
長
し

た
こ
と
も

あ
り
、
来

春
に
は
私

立
の
高
等

専
門
学
校

（
全
寮
制
）

が
開
校
予

定
と
な
っ

て
い
る
。

開
設
資
金

は
、
誘
致
企
業
が
調
達
に
奔
走
し
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
必
要
額

の
２
倍
の
約
24
億
円
を
集
め
、
さ

ら
に
、
奨
学
基
金
１
０
０
億
円
を

大
手
企
業
か
ら
集
め
、
運
用
益

５
％
で
運
営
資
金
５
億
円
を
捻
出

す
る
給
付
型
奨
学
金
に
よ
る
学
費

の
実
質
無
償
化
に
も
取
り
組
む
予

定
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
起
業
家
等

を
目
指
せ
る
学
校
と
し
て
、
次
世

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
も
、
移

住
者
の
住
宅
探
し
も
、
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
が
中
心
と
な
り
、
専
門
性

の
あ
る
移
住
者
と
共
同
で
住
め
る

よ
う
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な

ど
、
行
政
主
導
の
政
策
で
な
く
、

地
域
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る

方
々
が
得
意
分
野
を
生
か
し
合
う

「
人
と
の
ご
縁
」
が
事
業
の
実
現

に
繋
が
っ
て
い
る
。

⑵　
香
川
県
東
か
が
わ
市
五
名
地

区
・
五ご

名み
ょ
う

活
性
化
協
議
会
の
取

組
み
に
つ
い
て

東
か
が
わ
市
五
名
地
区
は
、
平

成
13
年
７
月
、
直
売
所
と
し
て
旧

郵
便
局
舎
を
利
用
し
「
ふ
る
さ
と

の
家
」
を
女
性
３
名
で
始
め
、
平

成
17
年
の
小
学
校
廃
校
を
機
に
、

五
名
地
区
活
性
化
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

廃
校
跡
地
に
「
産
直
カ
フ
ェ
五

名
ふ
る
さ
と
の
家
」
を
オ
ー
プ
ン
。

鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
に
、
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
肉
を
加
工
販
売
し
、

カ
フ
ェ
で
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
生
か

し
て
い
た
。
ま
た
、
樫
の
木
や
ク

ヌ
ギ
な
ど
を
活
用
し
、
太
い
部
分

は
割
っ
て
薪
に
、
中
太
部
分
は
原

木
シ
イ
タ
ケ
用
に
、
細
い
部
分
は

炭
に
す
る
な
ど
、
地
域
資
源
を
販

売
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
も
好
評
で
、
最
高
で
年
間

約
３
０
０
０
万
円
を
売
り
上
げ
て

い
る
。

温
か
く
迎
え
入
れ
る
住
民
に
好

意
を
持
っ
て
移
住
さ
れ
た
方
が
、

住
み
心
地
の
良
さ
を
友
達
や
家
族

に
伝
え
る
こ
と
で
、
次
々
に
移
住

し
て
く
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
。

林
業
や
産
直
カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
雇
用
さ
れ
た
り
、
地
ビ
ー

ル
生
産
、
木
工
業
な
ど
で
起
業
さ

れ
て
お
り
、
移
住
体
験
宿
泊
施
設

の
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
14
組
34
人
が
移
住

し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
ど
ち
ら
も

「
や
る
気
あ
る
指
導
者
と
人
の
つ

な
が
り
が
重
要
で
あ
る
」
こ
と
を

実
感
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
人
を
受
け

入
れ
る
懐
の
深
さ
や
、
温
か
い
人

柄
の
多
い
地
域
性
は
、
群
を
抜
い

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、

行
政
主
導
で
は
な
く
、
地
域
へ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
供
や
き
っ
か
け

づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
体
制

へ
移
行
し
て
い
く
こ
と
で
、
他
地

域
と
の
差
別
化
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
や
、
市

民
提
案
型

ま
ち
づ
く

り
事
業
な

ど
が
、
そ

の
一
端
を

担
っ
て
い

く
こ
と
が

期
待
さ
れ

る
。

神山町農村環境改善センター

五名活性化協議会（五名ふるさとの家）

20曽於市議会だより№ 71　令和 5年 2月 1日発行



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◆
調
査
期
間　
令
和
４
年
11
月
14

日
㈪
～
15
日
㈫　

２
日
間

◆
調
査
地
及
び
調
査
事
項
・
内
容

⑴　
熊
本
県
熊
本
市

「
国
指
定
重
要
文
化
財
熊
本
城
」

の
復
興
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
熊
本
城
の
文
化
財
と
し

て
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
、
熊
本

城
総
合
事
務
所
よ
り
現
場
案
内
と

説
明
を
受
け
た
。

復
旧
作
業
用
の
特
別
見
学
通
路

と
し
て
仮
設
の
道
路
で
あ
る
橋
が

設
置
さ
れ
、
被
災
以
前
よ
り
熊
本

城
全
体
の
見
学
が
し
や
す
く
な
っ

て
い
た
。
復
旧
を
終
え
た
天
守
閣

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
た
Ａ
Ｒ
を
活
用
す
る
な
ど
最

新
の
機
器
も
導
入
し
な
が
ら
、
熊

本
の
歴
史
の
縮
図
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

本
市
に
お
け
る
、
郷
土
の
歴
史

や
文
化
財
保
護
の
大
切
さ
、
後
世

へ
の
伝
承
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵　
熊
本
県
宇
城
市

「
不
知
火
美
術
館
・
図
書
館
」

の
運
営
に
つ
い
て

今
回
研
修
し
た
、「
不
知
火
美

術
館
・
図
書
館
」
は
、
令
和
４
年

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
入
館
者
・
利
用
者
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
た
。
今
年
４

月
以
降
、
６
か
月
間
の
利
用
者

は
、
28
万
人
に
上
り
、
本
市
の
図

書
館
の
利
用
者
が
令
和
３
年
度
は

５
万
５
０
０
０
人
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
不
知
火
美
術
館
・
図

書
館
の
来
館
者
が
い
か
に
多
い
か

が
わ
か
る
。
研
修
の
中
で
の
主
な

説
明
内
容
を
報
告
す
る
。

①　

令
和
３
年
に
６
億
３
０
０
０

　

万
円
を
か
け
て
建
物
を
全
面
的

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
り
、

そ
の
際
指
定
管
理
者
の
意
見
を

大
幅
に
取
り
入
れ
て
い
た
。

②　

指
定
管
理
者
で
あ
る
カ
ル

チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・

ク
ラ
ブ
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
が
地
域
密

着
型
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
。

地
元
住
民
の
意
見
を
ア
ン
ケ
ー

ト
や
協
議
を
行
う
こ
と
で
運
営

に
取
り
入
れ
、
指
定
管
理
の
職

員
も
わ
ざ
わ
ざ
宇
城
市
に
住
所

を
移
し
て
生
活
し
て
い
た
。

③　

運
営
内
容
を
大
幅
に
改
善
し
、

年
中
無
休
で
夜
９
時
ま
で
開
館
、

ス
タ
ッ
フ
も
20
名
と
多
い
こ
と

を
感
じ
た
。
指
定
管
理
者
は
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
権
を
有
し
て
お

り
、
本
屋
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
た
図
書
の
配
置
等
に
よ
り
、

利
便
性
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
て

い
た
。
利
用
者
大
幅
増
の
対
策

に
つ
い
て
、
本
市
で
取
り
入
れ

ら
れ
る
要
素
も
か
な
り
あ
る
こ

と
を
感
じ
た
。

復旧が進む国指定重要文化財熊本城

634億円

熊本市
10％
熊本市
10％

国庫
90％
国庫
90％

熊本城復旧費用

・日本財団の支援もある
・復旧期間は今後20年
・天守閣のみ修復済み

熊本城内石垣崩壊50箇所
以上、建物崩壊箇所多数

復旧方法
・石垣崩壊箇所上の

建物解体
↓

・別の場所へ保管
↓

・石垣修復
↓

・建物復元

図書館にスターバックスコーヒーが出店

21 ☆政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
調
査
期
間　
令
和
４
年
11
月
9

日
㈬
～
11
日
㈮　

３
日
間

◆
調
査
地
及
び
調
査
事
項
・
内
容

⑴　
茨
城
県
筑
西
市

有
限
会
社
フ
ァ
ー
ム
オ
ア
シ
ス

６
次
産
業
化
の
取
組
状
況

同
社
は
平
成
18
年
４
月
に
設
立

さ
れ
た
有
限
会
社
で
あ
り
、
水

稲
18
㏊
（
う
ち
７
㏊
は
飼
料
用

米
）、
小
麦
５
㏊
、
繁
殖
和
牛
56
頭
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
５
頭
、
イ
チ
ゴ
23

ａ
の
複
合
経
営
で
、
地
域
と
連
携

し
た
循
環
型
農
業
を
目
指
し
、
近

隣
の
休
耕
地
を
再
生
、
利
用
の
拡

張
を
し
て
お
ら
れ
、
平
成
24
年
度

農
山
漁
村
６
次
産
業
化
対
策
事
業

の
助
成
を
受
け
て
、
平
成
26
年
に

洋
菓
子
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
自

社
生
産
し
た
減
農
薬
の
完
熟
イ
チ

ゴ
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を
使
用
し

た
洋
菓
子
を
製
造
・
販
売
さ
れ
て

い
る
。
商
品
は
大
変
好
評
で
、
購

買
者
は
遠
方
か
ら
も
来
ら
れ
て
い

る
。６

次
産
業
化
に
当
た
っ
て
は
、

「
一
発
逆
転
を
狙
う
挑
み
方
は
非

常
に
リ
ス
ク
が
高
い
。
ま
ず
は
大

本
の
経
営
の
基
盤
と
な
る
生
産
部

門
を
安
定
さ
せ
、
営
業
、
商
品
力

や
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
な
ど
の

勝
負
ポ
イ

ン
ト
を
作

る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、

成
功
す
る

可
能
性
が

高
く
な
る

の
で
は
」

と
の
説
明

を
受
け
た
。

⑵　
茨
城
県
笠
間
市

一
般
財
団
法
人
笠
間
市
農
業
公

社
の
業
務
内
容
及
び
取
組
状
況

同
社
は
、
平
成
26
年
12
月
に
笠

間
市
が
全
額
出
資
し
て
設
立
さ
れ

た
一
般
財
団
法
人
で
、
大
き
く
九

つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
の
特
産
で
あ
る
「
栗
」
の
生

産
農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放

棄
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
同

社
が
遊
休
農
地
等
を
借
り
上
げ
て

栗
の
生
産
を
行
い
、
収
穫
作
業
時

の
人
手
不
足
解
消
及
び
障
が
い
者

の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た
め

に
「
農
福
連
携
」
に
取
り
組
ま
れ
、

市
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
収
穫
作

業
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

「
笠
間
の
栗
」
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
及
び
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ま

れ
、
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
９
月
、
道
の
駅
か
さ
ま

内
に
栗
専
門
カ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
プ

「
楽
栗
Ｌ
ａ
Ｋ
ｕ
ｒ
ｉ
」（
ら
く
り
）

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
連
日
大
盛
況

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

特
色
あ
る
事
業
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
の

１
つ
で
あ
る
「
酒
米
田
ん
ぼ
オ
ー

ナ
ー
制
度
」
が
あ
り
、
環
境
保
全

型
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
産

者
や
地
域
全
体
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
全
国
か
ら
田
ん

ぼ
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
、
江
戸

時
代
の
水
質
や
環
境
に
戻
す
べ
く

無
農
薬
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
農
家
や
地
元
の
酒
蔵
の
協
力
を

得
て
、
収
穫
し
た
お
米
で
製
造
し

た
日
本
酒
を
オ
ー
ナ
ー
へ
返
礼
す

る
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
多

く
の
申
込
み
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

台
湾
国
内
に
市
単
独
で
事
務
所

を
設
置
し
、
笠
間
市
の
認
知
度
向

上
、
観
光
客
の
誘
致
、
文
化
教
育

面
で
の
交
流
、
台
湾
産
農
産
品
の

販
売
促
進
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
こ
の
点
が
特
に
際
立
っ
て

い
た
。

⑶　
栃
木
県
下
野
市

道
の
駅
し
も
つ
け

道
の
駅
の
概
要
及
び
運
営
状
況

同
施
設
は
、
総
面
積
約
３
万
３

０
０
０
㎡
あ
り
、
直
売
所
は
新
鮮

な
野
菜
や
梨
、
ブ
ド
ウ
等
が
多
品

種
か
つ
多
量
に
販
売
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
て
い

た
。
ま
た
、
直
売
所
で
販
売
さ
れ

て
い
る
食
材
な
ど
を
利
用
し
て
、

調
理
体
験
が
で
き
る
体
験
学
習
室

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
備
え
て

お
り
、
委
員
よ
り
、
本
市
に
も
ユ

ズ
の
特
産
品
が
あ
る
の
で
、
ブ
ラ

ン
ド
化
に
力
を
入
れ
て
販
売
力
の

強
化
、
高
齢
化
に
伴
う
遊
休
農
地

解
消
等
へ
農
業
公
社
も
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意

見
や
感
想
が
出
さ
れ
た
。

６次産業化の先進事例

市の特産品を具材に用いた商品が
多く並ぶ道の駅しもつけ
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